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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第54期

第１四半期累計期間
第55期

第１四半期累計期間
第54期

会計期間
自  平成23年３月１日
至  平成23年５月31日

自  平成24年３月１日
至  平成24年５月31日

自  平成23年３月１日
至  平成24年２月29日

売上高 (百万円) 18,590 19,682 77,389

経常利益 (百万円) 525 541 2,689

四半期(当期)純利益 (百万円) 204 291 1,319

持分法を適用した
場合の投資利益

(百万円) ― ― ―

資本金 (百万円) 1,167 1,167 1,167

発行済株式総数 (株) 18,144,000 18,144,000 18,144,000

純資産額 (百万円) 11,712 12,919 12,827

総資産額 (百万円) 37,384 38,639 38,987

１株当たり四半期
(当期)純利益

(円) 11.25 16.07 72.73

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益

(円) ― ― ―

１株当たり配当額 (円) ― ― 11.00

自己資本比率 (％) 31.3 33.4 32.9

(注) １　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計期間に係る主要な経営指標等の推移について

は記載しておりません。

２　売上高には消費税等は含まれておりません。

３　持分法を適用した場合の投資利益については、当社は関連会社がないため記載しておりません。

４　潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

　

２ 【事業の内容】

当第１四半期累計期間において、当社が営んでいる事業の内容に重要な変更はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期累計期間における、本四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のう

ち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載

した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

なお、重要事象等は存在しておりません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 経営成績の分析

当第１四半期累計期間におけるわが国経済は、依然として厳しい状況にあるものの、震災からの復興需要

等を背景として、緩やかに回復しつつあります。しかし、欧州政府債務危機を巡る不確実性が再び高まって

おり、電力供給の制約や原油高の影響等により、下押しされるリスクが存在しています。

小売業界におきましては、個人消費は緩やかに増加していますが、物価動向は、下落テンポが緩和してい

るものの緩やかなデフレ状態にあり、競合店の業態転換、新規出店などによる集客・価格競争が続きまし

た。また、食品小売業間のＭ＆Ａによる企業統合も活発に行われています。

このような状況の中で当社は、「地域一番お客様貢献店」を目指し次の取組み等を行いました。

商品面におきましては、「生活防衛企画」である「低価格最善選」を継続して実施し、季節や生活催事に

合わせた商品の入れ替えにより、常にお客様に最適な内容になるように努めました。さらに、当社プライ

ベート・ブランド商品の「ハローズセレクション」の開発にも注力いたしました。また、「早島物流セン

ター」の活用により、商品調達コストの低減に取り組みました。

店舗運営面におきましては、お客様に安全・安心な商品をご提供するため、鮮度・品質管理の強化を始

め、基本である加工技術、店舗コンディションの向上に努めました。また、南松永店をモデルとして戸手店

（広島県福山市）を改装し、ライブ販売（実演販売）、イベントの強化、陳列方法の改善など、見せ方・売り

方を大きく変えて効果を上げています。

店舗開発面では、当第１四半期累計期間中の新規出店はなく、店舗数は広島県20店舗、岡山県22店舗、香川

県８店舗、愛媛県２店舗の合計52店舗で、前事業年度末から変動はありません。

経費面では、リバースオークション（競り下げによる入札）の活用でコストの引き下げを図るとともに、

生産性向上やコスト削減などに各種の委員会を設けて取り組みました。

以上の結果、当第１四半期累計期間の売上高は196億82百万円（前年同期比5.9％増）、営業利益は５億65

百万円（前年同期比2.3％増）、経常利益は５億41百万円（前年同期比3.2％増）、四半期純利益は２億91百

万円（前年同期比42.9％増）となりました。

また、当社は商品小売事業の単一セグメントであるため、セグメント別の業績は記載しておりません。
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(2) 財政状態の分析

当第１四半期累計期間において、前事業年度末の財政状態と比べて主な変動は次のとおりであります。

資産の部においては、有形固定資産は、86百万円減少し269億71百万円となりました。

負債の部においては、流動負債は、買掛金の増加３億30百万円があったものの、短期借入金の減少３億円

及び未払金の減少３億37百万円があったことなどにより、５億21百万円減少し97億99百万円となりました。

純資産の部においては、利益剰余金の増加等により、92百万円増加し129億19百万円となりました。

　

(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期累計期間において、事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生じた課

題はありません。

　

(4) 研究開発活動

該当事項はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 49,200,000

計 49,200,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成24年５月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成24年７月11日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 18,144,00018,144,000
大阪証券取引所
ＪＡＳＤＡＱ
（スタンダード）

単元株式数は、
100株であります。

計 18,144,00018,144,000― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

平成24年３月１日～
平成24年５月31日

― 18,144,000 ― 1,167 ― 1,110
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(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

　

(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

平成24年２月29日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式 100

　

― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式 18,143,500
　

181,435 ―

単元未満株式 普通株式 400
　

― ―

発行済株式総数 18,144,000 ― ―

総株主の議決権 ― 181,435 ―

(注) １　「完全議決権株式（その他）」の「株式数」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が1,100株（議決権11

個）含まれております。

２　「単元未満株式」の「株式数」の欄には、自己株式68株を含んでおります。

３  当第１四半期会計期間末日現在の「発行済株式」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日(平成24年２月29日)に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

　

② 【自己株式等】

　 　 平成24年２月29日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

株式会社ハローズ
広島県福山市南蔵王町
六丁目26-7

100 ― 100 0.00

計 ― 100 ― 100 0.00

　

　

２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣

府令第63号。以下「四半期財務諸表等規則」という。)に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期会計期間(平成24年３月１日から

平成24年５月31日まで)及び第１四半期累計期間(平成24年３月１日から平成24年５月31日まで)に係る四

半期財務諸表について、有限責任 あずさ監査法人により四半期レビューを受けております。

　

３．四半期連結財務諸表について

当社は子会社がありませんので、四半期連結財務諸表は作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】
(1)【四半期貸借対照表】

(単位：百万円)

前事業年度
(平成24年２月29日)

当第１四半期会計期間
(平成24年５月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,425 2,257

売掛金 4 4

商品 1,831 1,835

貯蔵品 2 2

その他 716 684

貸倒引当金 △0 △0

流動資産合計 4,980 4,784

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 23,989 24,048

減価償却累計額 △7,483 △7,768

建物及び構築物（純額） 16,506 16,279

土地 8,971 8,964

その他 3,131 3,402

減価償却累計額 △1,551 △1,675

その他（純額） 1,580 1,727

有形固定資産合計 27,057 26,971

無形固定資産

その他 268 253

無形固定資産合計 268 253

投資その他の資産

敷金及び保証金 1,619 1,619

建設協力金 828 816

長期前払費用 3,718 3,680

その他 514 515

貸倒引当金 △0 △0

投資その他の資産合計 6,681 6,631

固定資産合計 34,007 33,855

資産合計 38,987 38,639
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(単位：百万円)

前事業年度
(平成24年２月29日)

当第１四半期会計期間
(平成24年５月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 4,045 4,375

短期借入金 300 －

1年内返済予定の長期借入金 2,590 2,590

リース債務 177 177

未払金 910 573

未払費用 688 877

未払法人税等 568 255

ポイント引当金 260 282

その他 779 667

流動負債合計 10,321 9,799

固定負債

長期借入金 11,049 11,147

リース債務 326 281

退職給付引当金 281 290

役員退職慰労引当金 250 255

資産除去債務 693 697

預り建設協力金 1,519 1,497

長期預り敷金保証金 1,297 1,304

長期前受収益 420 445

固定負債合計 15,838 15,920

負債合計 26,160 25,720

純資産の部

株主資本

資本金 1,167 1,167

資本剰余金 1,110 1,110

利益剰余金 10,549 10,641

自己株式 △0 △0

株主資本合計 12,827 12,919

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 0 0

評価・換算差額等合計 0 0

純資産合計 12,827 12,919

負債純資産合計 38,987 38,639
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(2)【四半期損益計算書】
【第１四半期累計期間】

(単位：百万円)

前第１四半期累計期間
(自 平成23年３月１日
　至 平成23年５月31日)

当第１四半期累計期間
(自 平成24年３月１日
　至 平成24年５月31日)

売上高 18,590 19,682

売上原価 14,144 15,031

売上総利益 4,446 4,650

営業収入 527 588

営業総利益 4,974 5,239

販売費及び一般管理費

広告宣伝費 170 174

消耗品費 247 206

給料及び賞与 1,794 1,943

退職給付費用 9 10

役員退職慰労引当金繰入額 4 4

法定福利及び厚生費 188 229

地代家賃 525 539

賃借料 106 83

水道光熱費 330 378

修繕費 71 83

減価償却費 391 437

租税公課 142 100

その他 437 480

販売費及び一般管理費合計 4,421 4,674

営業利益 552 565

営業外収益

受取利息 4 4

仕入割引 8 10

その他 14 14

営業外収益合計 27 29

営業外費用

支払利息 52 52

その他 2 0

営業外費用合計 55 52

経常利益 525 541

特別利益

賃貸借契約解約益 0 －

固定資産売却益 － 0

特別利益合計 0 0

特別損失

固定資産除却損 9 2

固定資産売却損 － 3

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 134 －

特別損失合計 143 6

税引前四半期純利益 382 536

法人税等 178 244

四半期純利益 204 291
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【継続企業の前提に関する事項】

該当事項はありません。

　

【会計方針の変更等】

該当事項はありません。

　

【四半期財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　

　
当第１四半期累計期間

(自  平成24年３月１日  至  平成24年５月31日)

税金費用の計算 　当事業年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理

的に見積り、税引前四半期純利益に当該実効税率を乗じて算出する方法を採用

しております。

　

【追加情報】

　
当第１四半期累計期間

(自  平成24年３月１日  至  平成24年５月31日)

　当第１四半期会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤謬

の訂正に関する会計基準」（企業会計基準第24号　平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に関

する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号　平成21年12月４日）を適用しております。
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【注記事項】

(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

　
前第１四半期累計期間
(自　平成23年３月１日
至　平成23年５月31日)

当第１四半期累計期間
(自　平成24年３月１日
至　平成24年５月31日)

減価償却費 391百万円 437百万円

　

(株主資本等関係)

前第１四半期累計期間(自  平成23年３月１日  至  平成23年５月31日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年５月26日
定時株主総会

普通株式 199 11平成23年２月28日 平成23年５月27日 利益剰余金

　

２．基準日が当第１四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期会計期間の末

日後となるもの

該当事項はありません。

　

３．株主資本の著しい変動

該当事項はありません。

　

当第１四半期累計期間(自  平成24年３月１日  至  平成24年５月31日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年５月24日
定時株主総会

普通株式 199 11平成24年２月29日 平成24年５月25日 利益剰余金

　

２．基準日が当第１四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期会計期間の末

日後となるもの

該当事項はありません。

　

３．株主資本の著しい変動

該当事項はありません。
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(金融商品関係)

四半期財務諸表等規則第10条の２の規定に基づき、注記を省略しております。

　

(有価証券関係)

当社の所有する株式は、事業の運営において重要なものではありません。

　

(デリバティブ取引関係)

当社は、デリバティブ取引を行っていないため、該当事項はありません。

　

(持分法損益等)

当社は、関連会社がないため、記載しておりません。

　

(企業結合等関係)

該当事項はありません。

　

(セグメント情報等)

【セグメント情報】

当社は、商品小売事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

　

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

項目
前第１四半期累計期間
(自  平成23年３月１日
至  平成23年５月31日)

当第１四半期累計期間
(自  平成24年３月１日
至  平成24年５月31日)

   １株当たり四半期純利益 11円25銭 16円07銭

    (算定上の基礎) 　 　

    四半期純利益(百万円) 204 291

    普通株主に帰属しない金額(百万円) ― ―

    普通株式に係る四半期純利益(百万円) 204 291

    普通株式の期中平均株式数(株) 18,143,857 18,143,832

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。
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２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成24年７月10日

株式会社ハローズ

取締役会  御中

有限責任 あずさ監査法人

　
指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    濱    田    芳    弘    印

　
指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    下    西    富    男    印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式
会社ハローズの平成24年３月１日から平成25年２月28日までの第55期事業年度の第１四半期会計期間(平成

24年３月１日から平成24年５月31日まで)及び第１四半期累計期間(平成24年３月１日から平成24年５月31日
まで)に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び注記について四半期レ
ビューを行った。

　
四半期財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半
期財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期
財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれ
る。

　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に
対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ
ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施
される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において
一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手
続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当
と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ハローズの平成24年５月31日現在の財政状態
及び同日をもって終了する第１四半期累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべ
ての重要な点において認められなかった。

　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　
以  上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
　

EDINET提出書類

株式会社ハローズ(E03395)

四半期報告書

16/16


	表紙
	本文
	第一部企業情報
	第１企業の概況
	１主要な経営指標等の推移
	２事業の内容

	第２事業の状況
	１事業等のリスク
	２経営上の重要な契約等
	３財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析

	第３提出会社の状況
	１株式等の状況
	(1)株式の総数等
	①株式の総数
	②発行済株式

	(2)新株予約権等の状況
	(3)行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等
	(4)ライツプランの内容
	(5)発行済株式総数、資本金等の推移
	(6)大株主の状況
	(7)議決権の状況
	①発行済株式
	②自己株式等


	２役員の状況

	第４経理の状況
	１四半期財務諸表
	(1)四半期貸借対照表
	(2)四半期損益計算書
	第１四半期累計期間
	継続企業の前提に関する事項
	会計方針の変更等
	四半期財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理
	追加情報
	注記事項
	セグメント情報


	２その他


	第二部提出会社の保証会社等の情報
	監査報告書

